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腸内細菌は様々な疾患に影響を与えることが知
られている。約1000種の菌から構成される腸内
細菌の宿主への影響を真に理解するには、個々
の菌種の役割を個別に把握していくことが重要
である。しかし現在その作業は進んでいない。逆
にその解明が進めば、新たな疾病対策・治療開
発に結びつく可能性が高いといえる。

制御性T細胞誘導に重要なヒト腸内細菌株を単離
無菌マウス・ノトバイオートマウス作製を流れ作業で出来る環境を構築し、嫌気性菌の培養シス
テムにより難培養菌の培養も可能とした。そして制御性T（Treg）細胞誘導に重要なヒト由来
の腸内細菌株を単離することに成功した。

消化管免疫系解析システムと新しい技術（ノトバ
イオート技術・オミックス技術）を組み合わせるこ
とで、個々の腸内細菌種の免疫系への影響を個
別に把握し、その責任物質を明らかにする。個
別の解析を積み重ねることにより、腸内細菌と宿
主との相互作用を統合的に理解することを目指
す。
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ヒト腸内細菌から免疫抑制に貢献する17種
類の細菌株を単離した。この17菌株の経口
投与は、アレルギーや腸炎のマウスモデルに
おいて抑制効果があった。従って、この17

菌株は、アレルギーや炎症性腸疾患に対す
る新しいプロバイオティックスとして臨床応用
出来る可能性がある。
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健常人の便からスタートし、腸内容物をクロロホルム処
理と希釈処理を加えながら、連続的に無菌マウスに移
植していった。それによりTreg細胞誘導細菌をマウスに
おいて濃縮していった。得られたマウスから最終的に17
菌株の細菌を単離した。

単離した17菌株は、IL10陽性Treg細胞を強力に誘
導することが分かった。


